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会議録 

会議の名称  西東京市生涯学習推進懇談会第 1回会議 

 
開 催 日 時 平成 21 年 6月 29 日（月曜日） 午前 10 時から 11 時 45 分 

 
開 催 場 所 西東京市役所保谷庁舎 4階理事者室 

 
出 席 者 

（委員）貝塚委員、金子委員、松嶋委員、三原委員、白倉委員、飯塚委員、
水井委員、有馬委員、川口委員 
（欠席）小田委員 
（事務局）波方社会教育課長、下田社会教育係長、神田社会教育係主査 

 
議 題 

1 座長・副座長の選出について 
2 生涯学習推進計画について 
3 今後のスケジュールについて 
4 その他 
市民人材の積極的活用事業についての意見交換 

 
会議資料の
名 称 

資料 1 西東京市生涯学習推進懇談会設置要綱（事前送付） 
資料 2 西東京市生涯学習推進懇談会傍聴要領（事前送付） 
資料 3 生涯学習推進体制 
資料 4 生涯学習推進組織の検討スケジュール 
資料 5 市計画策定状況一覧 
資料 6 「市民協働推進センター ゆめこらぼ・地域活動情報ステーション」

参考資料 
資料 7 「NPO 等企画提案事業」参考資料 
資料 8 「公民館市民企画」参考資料 
資料 9 「足立区事業・東大和市事業」参考資料 
資料 10 「多摩市民塾」参考資料 
 

 
記 録 方 法 □全文記録 □発言者の発言内容ごとの要点記録 ■会議内容の要点記録 

会議内容 

・開会あいさつ （社会教育課長） 
・委嘱状及び任命書の交付      
・事務局職員紹介 
 
1 座長・副座長の選出について（仮座長：社会教育課長） 
事務局より配布資料 1「西東京市生涯学習推進懇談会設置要綱」に沿って座長・副座長
の選出について説明後、正副座長を選出する。 

 
決定 座長  川口順啓委員、副座長 貝塚茂樹委員 
※正副座長就任あいさつ 
 
休憩 （事務局と正副座長議事進行打ち合わせ） 
会議開催に伴う事項について事務局より説明し、了承確認を行う。 
（1）議事録について  
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・要点記録として事務局で会議録（案）を作成する。 
 ・各委員に会議録（案）を送付し内容確認のうえ、了承したものを情報公開用の正式
な会議録とする。  
・発言者は無記名とする。 

 （2）会議傍聴要領について 
  ・配布資料 2「西東京市生涯学習推進懇談会傍聴要領」の内容について確認し、傍聴
人数は 5名とする。 

 
2 生涯学習推進計画について 
（1）計画書及び概要版の作成・配布について 
○事務局：計画内容について広く市民に周知するため、計画書と概要版を作成した。計
画書は関係者及び関係各課へ配布し、その他は一部 500円で有償頒布をする。概要版
については、関係窓口・公共施設で無料配布をしている。 
（2）計画の推進及び進行管理について 

事務局より配布資料3「生涯学習推進体制 」および配布資料5「生涯学習推進組織の検討スケジ

ュール」に沿って説明。 

【実施計画の策定について】 
・今後の進行管理の作業として、計画の具体的な施策・事業ごとに、推進事業を位置
づけ、その事業の実施計画を策定したい。前期計画では 5 ヵ年の実施計画を策定し
たが、今回は事業実施の実効性を考え、3ヵ年の実施計画としたい。 
・実施計画への推進事業の抽出は、前期計画の事業や他計画に位置づけられた事業等
の整合性を図りながら抽出する。（配布資料 5「市計画策定状況一覧」参照） 

  ・7 月中旬から 8 月中旬にかけて、関連各部署に主な推進事業の抽出と実施計画（案）
の提出を依頼する。      
【進捗状況調査について】 
・3ヵ年の実施計画策定後、12月ごろ 21年度の推進事業の進捗状況についての調査を
行う予定だが、各課において継続的に取り組まれている推進事業に付いては簡略化
し、この 3 ヵ年で全庁をあげて推進する事業を中心に進行管理を行いたいと考えて
いる。 

 
3 今後のスケジュールについて 
○事務局：年度 4回の開催を予定しているが、定例会議の日程を決めていただきたい。 
決定 会議定例日は第三火曜日の午前 10 時から12 時とする。 
    （今年度は9 月 15 日、12月 15 日、3 月 16 日に開催予定） 
 
4 報告、その他         
（1）市民人材の積極的活用事業について 
・事務局より、配布資料 6「市民協働推進センター ゆめこらぼ・地域活動情報ステーショ
ン」、配布資料 7「NPO 等企画提案事業」、配布資料 8「公民館市民企画」に沿って、西
東京市で取り組まれている人材を活用した関連事業について説明。 
・事務局より、配布資料 9「足立区事業・東大和市事業」、配布資料 10 「多摩市民塾」に沿
って、他市区で取り組まれている参考事業について説明。 

 
【主な意見】 
○委員：他の事例をみると足立区は有料なようだが、講座の実施に当たっては、受講料
をどうするかということを考えておく必要があるだろう。 
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○委員：多摩市民塾では、参加者は有料で、講師には参加費の 6 割程度が講座準備（資
料用紙・コピー代。交通費等）のための費用弁償として支払われている。 
○委員：講座の実施会場はどこを考えているのか。 
 →（事務局）今後の調整になるが、公民館等公共施設を考えている。 
○座長：次回会議で、市民人材活用事業の検討内容について事務局から提案されると思
うが、委員の方からも意見等があれば 8月までに事務局に意見を出していただきたい。 

 
○座長：以上で本日の生涯学習推進懇談会は終了する。 
 

 
 
 
※次回会議 平成 21年 9月 15日（火曜日）午前 10時から 

 
 

 


